
　

大寒を過ぎ、暦のうえでは春に向かう季節となりました。とはいえ、まだまだ寒い日が続いていますので、体調管理には十分氣
を付けたいですね。2月は所得税確定申告の受付が始まります。新型コロナウイルス感染症の影響で申告手続きが予定通り進まな
いことも考えられます。資料の早めの準備等、ご協力をお願い致します。

【 ロジカルシンキングとは 】
ロジカルシンキングは日本語では「論理的思考」と訳されます。直感や感覚的に物事を捉えるのではなく、結論と根拠に分け論

理的なつながりを捉えながら理解する思考法です。体系的に整理して話すことで、聞き手にもわかりやすく伝えることができます。
また、問題解決の際にも原因特定や解決策の立案に効果的な思考プロセスです。

【 重複・漏れ・ずれをなくす 】
自分の考えを相手に伝えるとき、その根拠や方法に重複・漏れ・ずれがあっては、相手の理解を得ることはできません。重複・

漏れ・ずれを認識できるのは「あるべき全体」がどのようなものかがわかっている時です。全体としてこういうポイントを押さえ
ておかなければならないということがわかっているから、そのポイントと照らし合わせて「ここが欠けている」「この話は重複し
ている」と判断することができるのです。全体集合がはっきりしていて、その全体集合がどのような部分集合で成り立っているの
かをわかっていることが重要です。

【 MECE 】
では重複・漏れをなくすにはどうすればよいのでしょう。そのための手段としてMECE(ミーシー・ミッシー)が有効的です。

MECEとは、Mutually Exclusive and Collectively Exhaustiveの頭文字をとったもので、相互に重なりなく、漏れがないを意味
します。MECEはロジカルシンキングの基本となる考え方です。

例えば市場調査で消費者を子ども・大人・男性・女性で分類したとします。子どもや大人の中には男性も女性もいるため、漏れ
はありませんが重複する項目があります。そして子どもと大人の境目は曖昧です。子どもと聞いて20歳未満の未成年を思い浮か
べる人もいれば、中学生以下を子どもと捉える人もいるかもしれません。

一方、未成年・成年で分類した場合はどうでしょうか。こちらは重複がなくMECEな分け方と言えます。

（重複あり） （重複なし）

＜2月のｶﾚﾝﾀﾞｰ＞

毎月開催中の経営計画書作成セミナー：Ｖｉｓｉｏｎ
今月の開催日は2月3日（木）です。
経営者の方が日頃考えていらっしゃる事を、年に一度、
当事務所においで頂き、経営方針書や行動計画表を作成
して頂いています。まだ参加された事のない方、
経営計画を作ってみませんか。

＜Visionのご案内＞

新型コロナウイルス感染症により、大きな影響を受ける中堅・中小・小規模事業者、フリーランスを含む個人事業主に対し
て、事業規模に応じた給付金が支給されます。

当社は赤い羽根共同募金

寄附付き地域支援プロジェクトに賛同しています

開催日 対象者 申込期限

２月３日（木） 12・1・2・3月決算法人様 1月28日（金）

3月17日（木） 1.・2・3・4月決算法人様 3月11日（金）

4月14日（木） 2・3・4・5月決算法人様 ４月8日（金）

【事前確認受付】予定
令和4年1月27日（木）
～令和4年5月26日（木）

【申請受付】予定
令和4年1月31日（月）
～令和4年5月31日（火）

※申請スケジュールは予定です。
最新の情報をHP等でご確認下さい。

経営計画発表会を行いました

1月14日（金）に経営計画発表
会をおこないました。
全員が各個人目標を作成、発表
し今年一年の決意を新たに致し
ました。
全員で目標を達成できますよう、
努力してまいります。

当日の午前はお休みをいただき、
ありがとうございました。

確定申告

※贈与税は口座振替できません
※所得税の還付申告は1月以降受付開始しております

税目 受付時期 納付期限 口座振替日

所得税 2月16日(水)～3月15日(火) 3月15日(火) 4月21日(木)

消費税 1月4日(火)～3月31日(木) 3月31日(木) 4月26日(火)

贈与税 2月1日(火)～3月15日(火) 3月15日(火)
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結論

MECE

【So What？/Why so？】
ロジカルシンギングにおいてMECEと並んで重要な思考

プロセスがSo What？/Why so？です。

So What？（結局どういうことか）
Why so？（なぜそういうことが言えるのか）

So What？とはMECEで分類した情報や材料の中から
「結局どういうことか」を抽出する作業です。

Why so？とはSo What？で抽出された結論に「なぜそ
ういうことが言えるのか」と検証・確認することです。

So What？/Why so？は結論と根拠を背中合わせの関係
に作ります。各根拠に対しSo What？で導き出される結論
と、その結論をWhy so？で導き出される根拠で支えます。

結論を頂点に根拠の複数の要素が、縦方向にSo What？
/Why so？の関係に並びます。根拠の要素はMECEで分類
された重複・漏れのない情報や材料で構成されます。

重複・漏れのない根拠を用いてSo What？/Why so？で
結論に至るため、話の飛びやずれがなくなるのです。

子ども 大人
男性

女性
未成年 成年

① 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者

2021年11月～2022年3月のいずれかの月の売上高が、2018年11月～2021年3月までの間の

任意の同じ月の売上高と比較して50％以上又は30％以上50％未満減少した事業者

基準期間の売上高 - 対象月の売上高 × 5

2018年11月～2019年3月、2019年11月～2020年3月、2020年11月～2021年3月
のいずれかの期間（対象月を判断するため、売上高の比較に用いた月（基準月）を含む期間であること）

2021年11月～2022年3月のいずれかの月

（基準期間の同月と比較して売上が50％以上又は30％以上50％未満減少した月であること）

給付対象
②

給付額

基準期間

対象月

年間売上高※ 年間売上高※ 年間売上高※

1億円以下 1億円超～5億円 5億円超

▲50％以上 50万円 100万円 150万円 250万円

▲30％以上50％未満 30万円 60万円 90万円 150万円

※基準月（2018年11月～2021年3月の間で売上高の比較に用いた月）を含む事業年度の年間売上高

給付上限額

売上高減少率
個人

事業者

法人

申請から給付までのフロー（給付要件を満たす場合）

～経済産業省HPより

参考資料：ロジカル・シンキング 論理的な思考と構成のスキル
（照屋華子・岡田恵子 著）

上記の情報は令和4年1月24日現在のものです。今後の情報にご注意下さい。
（参考元：経済産業省 事業復活支援金ホームページ https://www.meti.go.jp/covid-19/jigyo_fukkatsu/）

1 火

3 木

10 木

16 水

23 水

*贈与税申告受付開始

*経営計画書作成セミナー：Vision

*1月分源泉所得税･住民税の納付期限

*所得税確定申告受付開始

*税理士記念日

*消費税毎月納付（12月分）

28 月

*12月決算法人の確定申告・納付期限

*6月決算法人の中間申告・納付期限

*消費税（4期）の納付期限 （年税額400万円超の3・9月決算法人）

【事業復活支援金】


